
歳出比較分析表(平成18年度普通会計決算) 岡山県 美咲町

経常収支比率の分析
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※１　本レーダーチャートは、当該団体と類似団体平均値より算出した偏差値をもとに
　　チャート化したものである。（偏差値は平均を100としている。）
　２　当該団体の八角形が平均値の八角形より内側にあるほど、歳出抑制等により財政
　　構造に弾力性があることを示している。
　３　類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類
　　した結果、当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
人件費　：　類似団体平均と比較すると、人件費にかかる経常収支比率は低くなっているが、人口1人あたりの
歳出決算額は類似団体平均を上回っている。これは、合併により職員数が類似団体より多くなっているので、
新規採用の抑制等による職員数の減により人件費の削減に努める。

公債費　：　合併町の地方債を引き継いだことと、合併により必要となったラストワンマイル整備事業を実施した
ことにより地方債現在高が増加した影響で、地方債の元利償還金が膨らんでおり、公債費にかかる経常収支
比率は類似団体平均を１１．５％上回っている。また、人口1人あたりの決算額においても類似団体平均を５７．
６％上回っており、公債費の負担は非常に重たいものになっている。公債費の償還のピークは平成２０年となる
と見込まれ、それまでは非常に厳しい財政運営となることが予想される。今ｊごは地方債事業の抑制及び繰上
償還の実施に努める。

その他　：　その他に係る経常収支比率が類似団体平均を上回っているのは、繰出金が増加の主な要因であ
る。これまでに整備してきた簡易水道施設、下水道施設の維持管理費として公営企業会計への繰出金が必要
となっているためである。また、高齢化率（１９年末３３．９％）となっているため老人保健医療事業会計への繰
出金の増加も要因として挙げられる。今後は、簡易水道事業、下水道事業の経費を節減するとともに、独立採
算の原則に立ち返った料金の値上げによる健全化を図るなどにより、税収を主な財源とする普通会計の負担
額を減らしていくよう努める。

普通建設事業　：　普通建設事業費の人口1人あたり決算額が平成１６年度～平成１８年度で類似団体平均を
大きく上回っているが、これは、合併により本町と支所間のネットワーク構築、保育園の統合、小学校の統合、
ラストワンマイル整備事業（町内各戸への告知放送・光ケーブルによるインターネット回線の構築・デジタル放
送開始に伴う受信不能地区の解消）を行ったためである。来年度以降の普通建設事業は減少する見込みであ
る。



人件費及び人件費に準ずる費用の分析
人件費及び人件費に準ずる費用

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

人件費 1,861,945 109,481 93,600 17.0
賃金（物件費） 123,420 7,257 5,578 30.1
一部事務組合負担金（補助費等） 217,528 12,790 13,389 ▲ 4.5
公営企業（法適）等に対する繰出し（補助費等） 29,744 1,749 1,294 35.2
公営企業（法適）等に対する繰出し（投資及び出資金・貸付金） - - - -
公営企業（法非適）等に対する繰出し（繰出金） 54,450 3,202 3,587 ▲ 10.7
事業費支弁に係る職員の人件費（投資的経費） 65,576 3,856 1,666 131.5
▲退職金 ▲ 243,726 ▲ 14,331 ▲ 9,786 46.4
合計 2,108,937 124,004 109,327 13.4

参考
当該団体 類似団体平均 対比（差引）

人口1,000人当たり職員数（人） 11.64 10.16 1.48
ラスパイレス指数 94.0 95.1 ▲ 1.1

公債費及び公債費に準ずる費用の分析
公債費及び公債費に準ずる費用（実質公債費比率の構成要素）

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

公債費充当一般財源等額
（繰上償還額及び満期一括償還地方債の元金に係る分を除く。）

2,320,786 136,461 66,510 105.2

満期一括償還地方債の一年当たりの元金償還金に相当するもの
（年度割相当額）等

- - - -

公営企業債の償還の財源に充てたと認められる繰入金 461,095 27,112 13,756 97.1
一部事務組合等の起こした地方債に充てたと認められる補助金又
は負担金に充当する一般財源等額

72,886 4,286 4,677 ▲ 8.4

債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるものに充当する
一般財源等額

107,701 6,333 3,119 103.0

一時借入金利子
（同一団体における会計間の現金運用に係る利子は除く）

2,426 143 17 741.2

▲地方債に係る元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額

▲ 1,845,266 ▲ 108,500 ▲ 46,314 134.3

合計 1,119,628 65,833 41,764 57.6

当該団体決算額
（千円）

当該団体決算額
（千円）
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※参考　実質公債費比率及び起債制限比率の推移
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普通建設事業費の分析

普通建設事業費

当該団体(円) 増減率(%)(A) 類似団体平均(円) 増減率(%)(B) (A)-(B)

- - - - - -

うち単独分 - - - - - -

- - - - - -

うち単独分 - - - - - -

3,215,353 183,997 - 82,781 - -

うち単独分 2,223,592 127,244 - 52,738 - -

2,570,395 149,129 ▲ 19.0 50,081 ▲ 39.5 20.5

うち単独分 1,139,872 66,133 ▲ 48.0 32,308 ▲ 38.7 ▲ 9.3

4,685,172 275,485 84.7 70,966 41.7 43.0

うち単独分 1,022,662 60,132 ▲ 9.1 39,164 21.2 ▲ 30.3

過去５年間平均 3,490,307 202,870 32.9 67,943 1.1 31.8

うち単独分 1,462,042 84,503 ▲ 28.6 41,403 ▲ 8.8 ▲ 19.8

当該団体決算額
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